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本
稿
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
政
策
研
究
第
１５
号
「
中
国
都
市
部
の
食
料
消
費
構
造
の

変
化
と
日
本
の
対
中
国
農
水
産
物
輸
出
」（
平
成
２１
年
６
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

          １
　
は
じ
め
に
 

 
中
国
は
近
年
、
大
き
な
経
済
成
長
を
遂
げ
、

国
民
１
人
当
た
り
所
得
も
大
き
く
増
加
し
た
。

国
民
所
得
の
増
加
は
、
国
民
の
消
費
意
欲
を

刺
激
し
て
食
料
消
費
を
拡
大
さ
せ
る
。 

中
国
の
食
品
生
産
は
、
経
済
成
長
に
伴
う

国
民
の
旺
盛
な
食
料
消
費
需
要
を
背
景
と
し

て
急
速
に
拡
大
し
つ
つ
あ
る
が
、
そ
う
し
た

中
で
中
国
の
食
料
消
費
構
造
は
ど
の
よ
う
に

変
化
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
う

し
た
食
料
消
費
需
要
の
拡
大
や
構
造
変
化
は
、

日
本
か
ら
中
国
へ
の
農
水
産
物
輸
出
の
動
向

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。 

本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
の

も
と
に
、
中
国
都
市
部
の
費
目
別
消
費
支
出

弾
性
値
　（1）

お
よ
び
品
目
別
消
費
支
出
弾
性
値

を
計
測
し
、
そ
れ
ら
の
分
析
を
通
じ
て
中
国

食
料
消
費
の
具
体
的
な
動
向
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
所
得
階
層
間
に
お
け
る
食
料

消
費
の
品
質
格
差
の
問
題
を
析
出
す
る
。
そ

の
上
で
、
日
本
の
対
中
国
輸
出
食
品
に
対
す

る
中
国
都
市
住
民
の
価
格
弾
性
値
お
よ
び
所

得
弾
性
値
を
計
測
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
日

本
の
対
中
国
農
水
産
物
輸
出
の
動
向
を
考
察

す
る
。 

 

2
　
中
国
都
市
部
の
 

　
　
食
料
消
費
構
造
の
変
化
 

 （１）　  

　食
料
消
費
構
成
の
変
化
 

 第
1
図
は
中
国
都
市
部
の
食
料
消
費
支
出

の
推
移
（
名
目
値
）
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。 

同
図
か
ら
明
ら
か
な
と
お
り
、
中
国
が
Ｗ

Ｔ
Ｏ
に
加
入
し
た
２
０
０
２
年
以
降
、
食
料

消
費
支
出
が
大
き
く
伸
び
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
と
り
わ
け
、
外
食
、
嗜
好
品
等
を
含

め
た
「
そ
の
他
」
の
費
目
の
伸
び
が
大
き
い
。 

エ
ン
ゲ
ル
係
数
は
、
１
９
９
７
年
か
ら
２

０
０
１
年
ま
で
の
間
、
所
得
の
増
加
に
か
か

わ
ら
ず
食
料
消
費
支
出
が
伸
び
悩
ん
で
い
た

た
め
、
４６
・
６
％
か
ら
３８
・
２
％
に
ま
で
急

速
に
低
下
し
た
が
、
２
０
０
２
年
以
降
は
低

下
傾
向
が
緩
和
さ
れ
、
２
０
０
６
年
は
３５
・

８
％
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
で
も

先
進
国
の
エ
ン
ゲ
ル
係
数
よ
り
は
か
な
り
高

い
。 ま

た
、
中
国
都
市
部
の
食
料
消
費
量
の
推

移
は
第
2
図
の
と
お
り
で
あ
る
　（2）

。
消
費
量

は
消
費
単
位
の
問
題
も
あ
っ
て
直
接
的
な
比

較
は
適
当
で
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
１

９
９
７
年
を
１
０
０
と
し
た
指
数
で
表
示
し

た
。
同
図
か
ら
は
、
生
乳
・
乳
製
品
の
消
費

量
が
一
貫
し
て
伸
び
て
い
る
こ
と
、
水
産
物

お
よ
び
肉
類
に
つ
い
て
は
２
０
０
１
年
か
ら

２
０
０
２
年
に
か
け
て
大
き
な
伸
び
が
見
ら

れ
る
こ
と
、
卵
類
は
横
ば
い
で
あ
る
こ
と
が

読
み
取
れ
よ
う
。 

次
に
、
食
料
消
費
の
費
目
別
消
費
支
出
弾

性
値
お
よ
び
品
目
別
消
費
支
出
弾
性
値
を
計

測
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
食
料
消
費
の
動
向

を
さ
ら
に
詳
し
く
分
析
し
て
い
く
こ
と
と
し

た
い
。 

食
料
消
費
の
費
目
別
消
費
支
出
弾
性
値
お

よ
び
品
目
別
消
費
支
出
弾
性
値
は
、
次
式
に

よ
っ
て
計
測
す
る
。 

 費
目
別
弾
性
値
 

　logV
ti

＝a

＋b

　logY
t

　〔
１
〕 

品
目
別
弾
性
値
 

　logQ
ti

＝a

＋b

　logY
t

　〔
２
〕 

Vti 
‥
ｔ
年
の
ｉ
費
目
の
１
人
当
た
り
支
出

金
額
 

Qti 
‥
ｔ
年
の
ｉ
品
目
の
１
人
当
た
り
消
費
量
 

Yt 
‥
ｔ
年
の
１
人
当
た
り
消
費
支
出
金
額
 

ｂ
値
が
ｔ
年
の
ｉ
費
目
ま
た
は
品
目
の

消
費
支
出
弾
性
値
 

 デ
ー
タ
は
中
国
統
計
年
鑑
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
「
城
鎮
居
民
家
庭
基
本
情
況
」
の
調
査

結
果
で
あ
る
。
計
測
は
〔
１
〕
式
お
よ
び
〔
２
〕

式
と
も
、
年
間
収
入
階
層
（
最
高
収
入
、
高

収
入
、
中
等
上
収
入
、
中
等
収
入
、
中
等
下

収
入
、
低
収
入
、
最
低
収
入
の
７
階
層
）
別

の
支
出
金
額
、
消
費
量
お
よ
び
消
費
支
出
金

額
を
用
い
、
年
ご
と
に
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン

で
行
う
。
計
測
は
階
層
別
集
計
戸
数
（
７
階

層
の
集
計
戸
数
の
比
率
は
最
高
階
層
か
ら
順

に
お
お
む
ね
１
‥
１
‥
２
‥
２
‥
２
‥
１
‥

１
で
あ
る
。）
に
よ
っ
て
ウ
ェ
イ
ト
付
け
し

中
国
都
市
部
の
食
料
消
費
構
造
の
変
化
と
 

　
　
　
　
　
日
本
の
対
中
国
農
水
産
物
輸
出
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た
ウ
ェ
イ
ト
付
き
最
小
二
乗
法
に
よ
っ
て
行

う
。 計

測
結
果
は
第
1
表
の
と
お
り
で
あ
る
。 

食
糧
の
消
費
支
出
弾
性
値
が
低
い
の
は
、

食
糧
は
基
礎
食
材
と
し
て
の
要
素
が
強
く
階

層
間
で
の
消
費
支
出
額
ま
た
は
消
費
量
の
格

差
が
小
さ
い
た
め
で
あ
る
。
今
後
の
所
得
増

加
と
と
も
に
食
糧
の
消
費
支
出
額
に
占
め
る

０ 

１００ 

２００ 
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２０ 

２５ 

３０ 
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エンゲル係数（右軸） 

元 ％ 

第1表　クロス･セクション支出弾性値の推移 
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第1図　中国の食料消費支出の推移 

資料：中国統計年鑑各年． 
注．肉類は豚肉，牛肉，羊肉，家禽の計，卵は生卵，水産物は魚，えびの計，生乳・乳製品は生乳，乳粉，ヨーグルトの計である． 

第2図　中国都市１人当たり食料消費量の推移（1997年を100とした指数） 
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比
率
は
さ
ら
に
縮
小
し
て
い
く
こ
と
と
な
ろ

う
。 水

産
物
と
生
乳
・
乳
製
品
の
費
目
別
弾
性

値
は
継
続
的
に
高
い
値
を
示
し
て
お
り
、
こ

の
期
間
に
お
い
て
減
少
し
て
い
な
い
。
特
に

水
産
物
で
は
２
０
０
２
年
以
降
に
費
目
別
弾

性
値
の
大
き
な
上
昇
が
見
ら
れ
る
。 

肉
類
お
よ
び
卵
類
の
弾
性
値
は
徐
々
に
低

下
し
て
き
て
い
る
が
、
費
目
別
お
よ
び
品
目

別
と
も
に
食
糧
ほ
ど
低
く
な
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
２
０
０
６
年
の
肉
類
お
よ
び
卵

類
の
費
目
別
弾
性
値
は
そ
れ
ぞ
れ
０
・
５９
お

よ
び
０
・
４８
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
か
な
り

高
い
。
ま
た
、
品
目
別
に
つ
い
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
０
・
３９
お
よ
び
０
・
４０
で
あ
り
、
食
糧

の
０
・
２１
よ
り
も
か
な
り
高
い
。
し
た
が
っ

て
、
所
得
増
加
と
と
も
に
、
今
後
と
も
一
定

の
消
費
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
が
、
高
級
食

材
と
し
て
の
性
格
は
薄
ま
り
つ
つ
あ
る
。 

果
物
は
品
目
別
弾
性
値
の
み
で
あ
る
が
、

品
目
別
に
し
て
は
高
い
弾
性
値
が
維
持
さ
れ

て
お
り
、
今
後
の
消
費
量
の
伸
び
が
期
待
さ

れ
る
。 

（２）　  

　階
層
間
品
質
格
差
 

 第
１
表
の
計
測
結
果
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、

費
目
別
弾
性
値
は
一
般
的
に
品
目
別
弾
性
値

よ
り
大
き
い
。
こ
れ
は
同
じ
種
類
の
食
料
で

あ
っ
て
も
所
得
の
高
い
高
位
階
層
者
は
高
品

質
の
も
の
を
選
択
す
る
た
め
、
支
出
金
額
の

格
差
の
ほ
う
が
消
費
量
の
格
差
よ
り
大
き
く

な
る
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
消
費
支

出
額
が
同
じ
よ
う
に
増
加
し
て
も
、
高
品
質

の
も
の
を
志
向
す
る
よ
う
に
な
っ
て
消
費
支

出
額
が
増
加
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
品
質
は

同
じ
で
消
費
量
が
拡
大
し
た
の
か
に
よ
っ
て

食
料
消
費
の
質
や
量
が
異
な
っ
て
く
る
。 

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、 

階
層
間
品
質
格
差
＝
費
目
別
支
出
弾
性
値

／
品
目
別
支
出
弾
性
値
×
１
０
０
 

と
し
て
、
第
１
表
の
計
測
結
果
か
ら
肉
類
、

卵
類
、
水
産
物
お
よ
び
生
乳
・
乳
製
品
の
階

層
間
品
質
格
差
を
算
出
す
る
　（3）

。 

ま
た
、
階
層
間
品
質
格
差
の
背
景
と
な
る

階
層
間
消
費
支
出
格
差
の
状
況
を
見
る
た
め
、

こ
こ
で
は
併
せ
て
都
市
消
費
支
出
に
関
す
る

ジ
ニ
係
数
を
推
計
す
る
　（4）

。 

上
記
の
階
層
間
品
質
格
差
お
よ
び
ジ
ニ
係

数
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
が
第
3
図
で
あ
る
。 

同
図
で
明
ら
か
な
と
お
り
、
中
国
都
市
部

の
食
料
消
費
の
階
層
間
品
質
格
差
お
よ
び
階

層
間
消
費
支
出
格
差
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
入
前
の

２
０
０
１
年
ま
で
と
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
入
後
の
２
０

０
２
年
以
降
と
で
断
層
と
で
も
言
え
る
よ
う

な
大
き
な
変
化
を
示
し
て
い
る
。 

２
０
０
２
年
を
境
と
し
て
食
料
消
費
の
階

層
間
品
質
格
差
は
大
き
く
拡
大
し
た
。
こ
れ

と
と
も
に
ジ
ニ
係
数
も
２
０
０
１
年
か
ら
２

０
０
２
年
に
か
け
て
大
き
く
上
昇
し
て
お
り
、

階
層
間
品
質
格
差
拡
大
の
背
景
に
階
層
間
消

費
支
出
格
差
の
拡
大
が
あ
る
こ
と
を
裏
付
け

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
同
図
の
右
軸
は
ジ

ニ
係
数
を
示
し
て
い
る
。 

２
０
０
２
年
以
降
、
す
べ
て
の
食
料
費
目

注（1）階層間品質格差の数値は，次式により算出した． 
階層間品質格差＝費目別支出弾性値/品目別支出弾性値×１００ 

　（2）ジニ係数は都市消費支出に関するもので，各階層の消費支出額から推計した． 

第3図　中国（都市）の食料消費支出の階層間品質格差の推移 

０ 

０.０５ 

０.１ 

０.１５ 

０.２ 

０.２５ 

０.３ 

９０ 

１００ 

１１０ 

１２０ 

１３０ 

１４０ 

１５０ 

１６０ 

１７０ 

１８０ 

１９９７年 １９９８年 １９９９年 ２０００年 ２００１年 ２００２年 ２００３年 ２００４年 ２００５年 ２００６年 

肉類 

卵類 

水産物 

生乳・乳製品 

ジニ係数（右軸） 

％ 
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に
お
い
て
階
層
間
品
質
格
差
が
拡
大
し
た
が
、

そ
の
中
で
も
階
層
間
品
質
格
差
が
大
き
い
の

は
肉
類
と
水
産
物
で
あ
る
。 

階
層
間
品
質
格
差
が
拡
大
す
る
条
件
と
し

て
、
高
位
階
層
者
の
高
品
質
志
向
が
高
ま
る

と
と
も
に
、
同
種
食
料
の
品
質
に
よ
る
価
格

差
が
拡
大
し
、
か
つ
高
品
質
食
品
の
供
給
が

十
分
に
な
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。

高
品
質
食
品
の
供
給
を
可
能
に
し
た
要
因
と

し
て
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
入
に
よ
る
農
産
物
貿
易

自
由
化
に
よ
っ
て
高
級
食
材
の
輸
入
が
容
易

に
な
っ
た
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。 

た
だ
し
、
こ
う
し
た
食
料
消
費
の
構
造
的

変
化
は
、
も
と
よ
り
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
と
い
う
単

一
要
因
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
都
市
部
の
可

処
分
所
得
が
こ
の
時
期
ま
で
に
食
料
消
費
の

多
様
化
を
可
能
と
さ
せ
る
よ
う
な
一
定
の
水

準
に
達
し
て
い
た
こ
と
、
食
料
の
購
入
形
態

が
従
来
の
自
由
市
場
で
の
購
入
に
代
え
て
ス

ー
パ
ー
で
の
食
料
購
入
が
一
般
化
し
て
い
た

こ
と
等
の
事
情
が
総
合
的
に
相
ま
っ
て
も
た

ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。 

 3
　
日
本
の
対
中
国
 

　
　
農
水
産
物
輸
出
へ
の
影
響
 

 
１
９
９
７
年
か
ら
２
０
０
６
年
ま
で
の
１０

年
間
の
日
本
の
対
中
国
農
水
産
物
輸
出
の
推

移
は
第
4
図
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
１０
年

間
で
対
中
国
農
水
産
物
輸
出
は
大
き
く
増
加

し
、
特
に
２
０
０
３
年
以
降
の
伸
び
は
著
し

い
。 こ

の
背
景
に
は
、
も
と
よ
り
中
国
都
市
部

の
食
料
消
費
構
造
の
変
化
が
あ
る
が
、
こ
れ

を
品
目
別
に
見
た
場
合
、
①
日
本
か
ら
の
輸

入
比
率
が
高
く
中
国
の
輸
入
量
の
変
化
が
そ

の
ま
ま
日
本
か
ら
の
輸
入
量
に
影
響
を
与
え

る
よ
う
な
品
目
、
ま
た
は
②
日
本
か
ら
の
輸

入
商
品
が
同
種
の
商
品
と
で
十
分
な
差
別
性

が
あ
り
日
本
か
ら
の
輸
入
量
を
そ
の
ま
ま
当

該
商
品
に
対
す
る
中
国
の
需
要
量
と
見
な
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
品
目
に
つ
い
て
は
、

中
国
都
市
住
民
の
当
該
品
目
に
対
す
る
消
費

行
動
の
変
化
が
日
本
か
ら
の
輸
入
量
に
直
接

的
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
日
本
の
こ
れ
ら
品
目
の
対
中
国

輸
出
量
の
動
向
は
、
中
国
都
市
住
民
の
こ
れ

ら
品
目
に
対
す
る
需
要
動
向
を
反
映
し
た
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
日
本
か

ら
の
輸
出
品
目
に
対
す
る
中
国
都
市
住
民
の

所
得
弾
性
値
等
を
計
測
し
、
分
析
す
る
こ
と

は
今
後
の
当
該
品
目
に
対
す
る
中
国
都
市
住

民
の
需
要
動
向
ま
た
は
日
本
か
ら
の
輸
出
動

向
等
を
考
え
る
上
で
の
参
考
と
な
ろ
う
。
 

こ
こ
で
は
、
上
記
①
の
輸
入
比
率
が
高
い

品
目
と
し
て
は
サ
ケ
を
、
②
の
商
品
差
別
化

が
あ
る
品
目
と
し
て
は
果
物
を
分
析
対
象
と

し
て
取
り
上
げ
　（5）

、
こ
れ
ら
２
品
目
の
輸
出

食
品
に
対
す
る
価
格
弾
性
値
お
よ
び
所
得
弾

性
値
を
計
測
し
、
今
後
の
動
向
等
を
考
察
す

る
。 こ

こ
で
計
測
す
る
価
格
弾
性
値
お
よ
び
所

得
弾
性
値
は
、
中
国
都
市
住
民
の
１
人
当
た

資料：財務省貿易統計． 
第4図　日本の対中国農水産物輸出の推移 

０ 

１００ 

２００ 

３００ 

４００ 

５００ 

６００ 

１９９７年 １９９８年 １９９９年 ２０００年 ２００１年 ２００２年 ２００３年 ２００４年 ２００５年 ２００６年 

農産物 

サケ 

水産物（その他） 

億円 
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り
可
処
分
所
得
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。 

計
測
は
、
収
入
階
層
ご
と
の
日
本
か
ら
の

輸
出
食
品
に
対
す
る
購
入
額
が
わ
か
ら
な
い

た
め
、
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
で
の
計
測
は
で

き
な
い
。
こ
の
た
め
、
次
式
に
よ
り
、
時
系

列
弾
性
値
を
最
小
二
乗
法
に
よ
り
算
出
す
る

方
法
で
行
っ
た
。
計
測
期
間
は
１
９
９
７
年

か
ら
２
０
０
６
年
ま
で
の
１０
年
間
で
あ
る
。 

logQ
ti

＝a

＋b logY
t

＋c log(P
ti/P

to)

〔
３
〕 

た
だ
し
、Q

ti

＝E
q
ti/L

t

　〔
４
〕 

P
ti

＝(E
s
ti/E
q
ti)

×R
t

×(1

＋T
r
ti)

　〔
５
〕 

こ
こ
で
、 

Ｙｔ 
‥
ｔ
年
の
中
国
都
市
住
民
１
人
当
た
り

可
処
分
所
得
（
実
質
） 

ｉ
‥
日
本
か
ら
の
輸
出
品
目
（
本
研
究
で

は
サ
ケ
、
果
物
） 

Ｅｑｔｉ 
‥
ｔ
年
の
ｉ
品
目
の
輸
出
量
 

Ｌｔ 
‥
ｔ
年
の
中
国
都
市
人
口
 

Ｅｓｔｉ 
‥
ｔ
年
の
ｉ
品
目
の
輸
出
金
額
 

Ｒｔ 
‥
ｔ
年
の
為
替
レ
ー
ト
（
元
／
円
） 

Ｔｒｔｉ 
‥
ｔ
年
の
ｉ
品
目
の
中
国
の
関
税
率
 

（
該
当
す
る
関
税
率
が
複
数
の
と
き

は
そ
の
単
純
平
均
） 

Ｐｔｏ 
‥
ｔ
年
の
中
国
の
総
合
消
費
者
物
価
 

ｂ
値
お
よ
び
ｃ
値
は
そ
れ
ぞ
れ
ｉ
品
目
の

所
得
弾
性
値
お
よ
び
価
格
弾
性
値
 

デ
ー
タ
は
、
財
務
省
貿
易
統
計
表
、
財
政

金
融
統
計
月
報
、
中
国
統
計
年
鑑
、
中
国
Ｗ

Ｔ
Ｏ
加
入
法
規
文
件
集
の
掲
載
数
値
を
用
い

た
。 そ

れ
ぞ
れ
の
品
目
の
中
国
都
市
住
民
の
１

人
当
た
り
消
費
量
Ｑｔｉ
は
、〔
４
〕
式
の
と
お

り
、
日
本
か
ら
の
輸
出
量
を
中
国
都
市
人
口

で
除
し
て
算
出
し
た
。
ま
た
、
購
入
価
格
Ｐｔｉ

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品
目
の
中
国
で
の
消
費
価

格
に
関
す
る
統
計
は
な
い
た
め
、〔
５
〕
式

の
と
お
り
、
単
位
数
量
当
た
り
輸
出
金
額
に

為
替
レ
ー
ト
を
乗
じ
、
そ
の
上
で
関
税
率
を

乗
じ
た
数
値
を
用
い
た
。
国
内
で
の
流
通
経

費
が
一
定
と
す
れ
ば
、
こ
の
数
値
を
用
い
て

も
価
格
弾
性
値
の
計
測
に
は
問
題
が
な
い
。 

計
測
結
果
は
第
2
表
の
と
お
り
で
あ
る
。 

ま
ず
、
価
格
弾
性
値
に
つ
い
て
、
サ
ケ
お

よ
び
果
物
と
も
に
比
較
的
高
い
弾
性
値
を
示

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
食
品
の

中
国
で
の
高
級
食
材
と
し
て
の
性
格
を
裏
付

け
る
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
か
ら
中
国
へ
の

農
水
産
物
輸
出
に
際
し
て
も
価
格
は
や
は
り

重
要
な
要
素
で
あ
り
、
価
格
が
高
く
な
ら
な

い
よ
う
適
切
に
設
定
す
る
こ
と
が
輸
出
の
拡

大
に
は
必
須
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の

で
あ
る
。 

第2表　対中国輸出食品に対する 
中国都市住民の価格・所得弾性値  

価格弾性値 所得弾性値 

  

 

Ｒ2=0.66　ＤＷ比=1.58�

  

 

Ｒ2=0.88　ＤＷ比=2.05

 －2.125�

－2.20 

 

 －1.038�

 　－3.11

 4.800�

3.69

�

5.223�

6.05

 サケ 

　ｔ値 

 

 果物 

　ｔ値 

注．１９９７年から２００６年までの計測値． 
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次
に
、
所
得
弾
性
値
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ら
２
品
目
と
も
所
得
弾
性
値
が
極
め
て
高
い
。

す
な
わ
ち
、
中
国
都
市
住
民
の
所
得
増
加
が

こ
れ
ら
品
目
の
消
費
を
促
し
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
品
目
の
近
年
の
輸
出
の

伸
び
は
、
中
国
に
お
け
る
食
料
消
費
支
出
増

加
に
伴
う
食
料
消
費
の
多
様
化
、
高
品
質
化

の
一
環
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。  4

　
お
わ
り
に
 

 
以
上
の
と
お
り
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
中
国

都
市
部
の
各
年
の
費
目
別
、
品
目
別
消
費
支

出
弾
性
値
を
計
測
す
る
こ
と
に
よ
り
、
食
料

消
費
の
動
向
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
、

上
記
計
測
結
果
を
も
と
に
階
層
間
品
質
格
差

の
問
題
を
分
析
し
、
中
国
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
加
入

し
た
２
０
０
２
年
以
降
、
高
位
階
層
者
を
中

心
に
食
料
消
費
を
多
様
化
、
高
級
化
さ
せ
て

い
る
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
。 

さ
ら
に
、
上
記
の
よ
う
な
中
国
都
市
部
の

食
料
消
費
構
造
の
変
化
を
踏
ま
え
つ
つ
、
日

本
の
サ
ケ
お
よ
び
果
物
に
つ
い
て
対
中
国
輸

出
動
向
に
関
す
る
分
析
を
行
い
、
こ
れ
ら
品

目
の
輸
出
に
関
し
て
も
価
格
は
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
こ
と
、
中
国
都
市
住
民
の

所
得
増
加
は
こ
れ
ら
品
目
の
輸
出
を
大
き
く

伸
ば
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
中
国
都

市
部
の
消
費
構
造
の
変
化
に
も
即
応
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
察
し
て
き
た
。 

た
だ
し
、
価
格
、
所
得
弾
性
値
の
計
測
結

果
か
ら
今
後
の
対
中
国
農
水
産
物
輸
出
の
動

向
を
検
討
す
る
に
は
一
定
の
限
界
が
あ
り
、

そ
の
補
完
の
た
め
に
は
日
本
の
輸
出
農
水
産

物
の
中
国
の
国
内
で
の
流
通
・
消
費
状
況
に

関
す
る
調
査
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

 
注
（1）
本
稿
で
費
目
別
消
費
支
出
弾
性
値
と
は
食
品
の
消

費
金
額
の
消
費
支
出
弾
性
値
の
こ
と
で
あ
り
、
消

費
数
量
（
重
量
）
の
消
費
支
出
弾
性
値
は
品
目
別

消
費
支
出
弾
性
値
と
よ
ぶ
こ
と
と
す
る
。「
費
目
別
」

ま
た
は
「
品
目
別
」
の
用
法
は
こ
の
他
の
場
合
に

お
い
て
も
こ
れ
に
準
じ
る
こ
と
と
す
る
。 

　
（2）
中
国
統
計
年
鑑
の
「
城
鎮
居
民
家
庭
基
本
情
況
」

に
食
糧
の
消
費
量
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
２
０
０
２
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
同

図
に
食
糧
は
含
め
て
い
な
い
。 

　
（3）
費
目
別
お
よ
び
品
目
別
の
両
方
の
支
出
弾
性
値
の

計
測
結
果
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
食
糧
お
よ
び
果
物

は
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
。 

　
（4）
ジ
ニ
係
数
の
推
計
は
、「
城
鎮
居
民
家
庭
基
本
情
況
」

の
収
入
階
層
（
７
階
層
）
の
比
率
を
各
分
位
の
比

率
（
す
な
わ
ち
第
１
分
位
か
ら
第
７
分
位
ま
で
の

比
率
は
０
・
１
、
０
・
１
、
０
・
２
、
０
・
２
、
０
・

２
、
０
・
１
、
０
・
１
）
と
し
、
各
年
の
各
収
入

階
層
の
消
費
支
出
額
を
用
い
て
行
っ
た
。 

　
（5）
中
国
の
サ
ケ
の
輸
入
は
、
近
年
で
は
日
本
か
ら
の

輸
入
が
３０
〜
５０
％
を
占
め
て
お
り
（
中
国
海
関
統

計
）、
日
本
が
中
国
へ
の
サ
ケ
の
主
要
な
輸
出
国
と

な
っ
て
い
る
。
日
本
以
外
の
主
要
輸
出
国
は
ノ
ル

ウ
ェ
ー
お
よ
び
ロ
シ
ア
で
あ
る
。
な
お
、
中
国
の

水
産
物
貿
易
で
は
加
工
貿
易
が
重
要
な
地
位
を
占

め
る
が
、
サ
ケ
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
冷
凍
物
の

輸
入
が
大
き
く
増
加
す
る
一
方
で
、
加
工
品
の
輸

出
は
小
さ
く
、
ま
た
増
加
し
て
い
な
い
（
中
国
海

関
統
計
に
よ
る
と
２
０
０
６
年
の
サ
ケ
の
冷
凍
物

の
輸
入
は
１４
・
７８
万
ト
ン
、
加
工
品
の
輸
出
は
０
・

１２
万
ト
ン
で
あ
る
）。
し
た
が
っ
て
、
日
本
か
ら
輸

出
さ
れ
た
サ
ケ
は
、
主
と
し
て
中
国
の
国
内
で
消

費
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 




